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中世ヨーロッパの都市の様子

 し尿やごみの収集、処理が適切に行
われておらず、衛生環境が悪かった。

 コレラやペスト等の伝染病が大流行
する原因にも。

作者不詳



公衆衛生（Public Health）※

を良好に保つこと！
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ごみ処理の最も基本的な原則

※地域社会の人々の健康の保持・増進をはかり、疾病を予防するため、公私の保健機関
や諸組織によって行われる衛生活動



5出所：環境省「日本の廃棄物処理の歴史と現状」より

日本の廃棄物総排出量の推移
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高度成長期を機に変化したごみ問題

ごみの「質」の変化

人々の「価値観」の変化

人々の「住まい方」の変化

土砂、陶磁器、厨芥ごみが減り、
紙とプラスチック系のごみが増加

都市部に人口が集中 →公衆衛生問題が発生

消費は美徳
大量生産・大量消費・大量廃棄



1950～1990年代に追加された日本でのごみ処理原則
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１．ごみをきちんと収集すること
自治体による定期収集の開始
パッカー車の導入

出所：環境省「日本の廃棄物
処理の歴史と現状」より

２．ごみの容量をできるだけ小さくすること（減容化）
最終処分場のひっ迫 →焼却施設の整備

３．人々の健康と環境に配慮して処理
すること
焼却施設からのダイオキシン類の発生が問題に
排ガス処理技術の開発と法整備で対応

出所：環境省「日本の廃棄物処理の歴史と現状」より
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循環型社会の構築（1990～2000年代）

資源化量とリサイクル率の推移
出所：環境省「日本の廃棄物処理の歴史と現状」より



現在の一般廃棄物の処理フロー

（一社）産業環境管理協会資源・リサイクル促進センターウェブサイトより



私たちの社会の
「モノの循環」は
問題なし？？



循環どころか処理そのものが止まるとき

 排出場所、回収方法、
処理方法が大きく変
わる。

 公衆衛生が悪化

 環境負荷が増大



日本の物質フローの変化

環境省 令和7年版 環境・循環型社会・生物多様性白書より

本当に
循環型社会？？
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「R」の優先度
第1位 Reduce（発生抑制）

第2位 Reuse（再使用）

例：マイバックを持参してレジ袋を断る
手入れや修理をして、長く使う
使用頻度の少ないものをシェアする
できるだけ長く使える製品設計にする（企業）
修理や点検等のアフターサービスを充実させる（企業）

第3位 Recycle（再生利用）

例：リターナブル容器を使う
フリーマーケット等を利用する
使用済み製品を回収して再使用する（企業）

例：ごみを分別する
リサイクル製品を積極的に利用する

素材として再生利用するリサイクルは、
3つの中で一番コストもエネルギーもか
かってしまう。
リサイクルは３Rの中で最も優先度が低い。

マイバックの中はプラだらけ
修理のお店は十分にある？
長く使うことを前提とした商品は見つけやすい？

リターナブル容器で買えるお店はある？
使用済み製品の回収システムは充実してる？

製品はリサイクルしやすい設計になっている？
どれがリサイクル製品か分かりやすい？
そもそもリサイクル製品は見つけやすい？



15

社会システムの中に「埋め込まれて」いる問題がある

社会の「仕組み」や「ルール」そのものを変えていくこと
（トランジション）が必要



社会と私たちの関係

社会のシステム
（政治・制度、科学技術、
宗教、文化、市場など）

Geels（2002）を基に筆者作成

「私」と「社会」は
無関係では
いられない！



 サステナビリティ・トランジションを促進するためには、個人での環境配慮行動だけでなく、
他者と協働し、社会に働きかけるシビック・アクションも促進することが重要。
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受動的 能動的

集団

個人

第一象限第二象限

第三象限 第四象限

環境配慮行動の４分類（佐藤・高岡, 2014）

仕組みやルールの新設・変更を目指して･･･

 地域での挑戦的な環境活動を創出する、牽
引する、参加する。

 ステークホルダーが話し合う場を創出する、
参加する。

 政府や企業に働きかける団体を作る、牽引
する、参加する。

 集団での意見表明を行う（ex. 意見書、署名、
デモ等）。

社会を変えるためのシビック・アクション



18（日本財団（2024）18歳意識調査「第62回 –国や社会に対する意識（6カ国調査）–」報告書より

社会の変革に対する主体性や社会参画意識が低い日本の若者



住んでいる地域で起きている問題に私が取り組むことで、
まちの決定に影響を及ぼすことができると思うか？
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20~69歳の日本人10,000人へのウェブ・アンケート結果より

本当に若い人だけの問題？？



私たちのまち（社会）をサステイナブルなものへと
変革するためには、どんなアクションがよいのでしょうか？

例えば、ごみ問題の分野だと・・・？
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